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ファーウェイが見る 

今後5年間の 

無線ネットワーク10トレンド 
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序章 

1. ネットワーク・アーキテクチャが「アプリケーション・サービス + 接続指向」から 

「アプリケーション・サービス + ビジネス・サービス + 接続指向」へと変化 

2. 最高のユーザー体験を目指す、SOA（Service Oriented Architecture）と 

SOR（Service Oriented Radio）ネットワーク・アーキテクチャの採用  

 リードタイムの短縮により、効率的にB2B、 B2B2Cビジネスをサポート  

 アプリケーション・サービスとビジネス・サービスに対応する、より柔軟で 

弾力性のあるプラットフォーム  

3. LTEが新しいビジネスのイノベーションを促進。LTEネットワークは、2010年に

UMTSが直面した同じ課題に直面  

4. 3GPPの作業項目に「5G標準化」が追加され、LTEから5Gへのスムーズな進化

が実現 

モバイル・インターネットの持続的な発展、モノのインターネット（Internet 

of Things：IoT）の急速な発展により、2018年までの5年間で無線ネット
ワークは次のような変化に直面することになるでしょう。 

 

Application service 

+ connection 

Application service + Business 

service + connection 

接続 

  

接続 

ビジネス・ 
サービス 

 

B2C B2B2C 

… 

アプリケーション・
サービス 

… 

… 

  

アプリケーション・
サービス 

アプリケーション・
サービス 

アプリケーション・
サービス 

ビジネス・
サービス 

  

… 

アプリケーション・サービス 
+ 接続 

アプリケーション・サービス  
+ ビジネス・サービス + 接続 
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ファーウェイが見る今後5年間の無線ネットワークの10トレンド 

  

1 無線インターフェース・リソースの仮想化 

  

2 無線ネットワーク装置の仮想化 

  

3 オンデマンド定義ネットワーク 

  

4 無線ネットワーク・リソースのオープン化 

  

5 
ライセンス／アンライセンス・バンドの 

コンバージェンスと協調 

  

6 
“NoEdge”  

境界のない高速なユーザー体験を実現 

  

7 
スモール・セルの 

センター局への無線接続 

  

8 
無線の正確な放射による 

グリーンなネットワーク構築 

  

9 
ネットワーク・セキュリティが 

かつてないほどの課題に直面 

  

10 O&Mの自動化と可視化 
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1 無線インターフェース・リソースの仮想化 

トレンド予測：  
 2020年までに、無線ネットワークでの接続数が1000億台に達する見
込み 

 「繋がるビジネス」の種類が拡大：低速な電力メータ、高精細ビデオ、
リアルタイム監視など 

通信事業者のメリット：  
 単一のネットワークで様々なビジネスのニーズに対応することで、

TCOとサイトのレンタル・コストを削減 

 新しいビジネス・モデルを展開し、法人やその他の垂直産業ビジネス
のエコシステムに注力可能 

  
要素技術:  
 SOR （Service Oriented Radio technology） 
 LTE-M （M2M） 
 LTE-G （グループ・サービス） 

 

  

LTE-M  仮想EPC  

リージョナル 

DC 

 

 

 

水環境 

... 

イネーブラ 

LTE-M 

ローカル DC 1 

ローカル DC 2 

 

 

... 

UGW M2M 

  

OSS/BSS 

水道メータ 

電子メータ 

グループ・サービス 

従来のサービス 

... 

LTE-M 

LTE-M 

LTE 
LTE-G 

無線インターフェースの仮想化により、「周波数と電力リソースの共有と分離」を「時間軸と空間軸」で行うことで、 

通信事業者のB2Bビジネスの展開を後押しします。 

単一のネットワークで様々なビジネスに対応 
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2 無線ネットワーク装置の仮想化 

トレンド予測: 
 現在の通信事業者のネットワークでは、標準的なプロトコルや専用機器
／システムを使用 

 今後は仮想化技術（汎用ハードウェア、仮想マシン）により、弾力性に優
れ、インテリジェントでスケーラブルなネットワークの構築が可能に 

 

  通信事業者のメリット：  
 リードタイムの短縮化により、新たなビジネス・チャンスへの迅速な対応
が可能に 

 ネットワーク管理をインテリジェントかつ自動化することで、運用コストを
最適化 

 

  要素技術:  
 コミュニケーション指向の高性能なハードウェア 

 ミドルウェアの仮想化 

 クラウド管理技術（スケジューリング、自動デプロイ、ライフサイクル管理） 

  

 

 

 

     
    
      
 
 

Cloud EPC 

Cloud BB 

     
    
      
 
 

クラスタ1： 

レガシー・サイト、eCo 

（疎結合） 

クラスタ3： 

分散したクラウド 

クラスタ4： 

一元化されたクラウド 

 IPバックホール 

     
    
      
 
 

   

クラスタ2： 

従属関係のあるサイト 

     
    
      
 
 

  

Cloud BB 

     
    
      
 
 

無線ネットワーク装置の仮想化、コンピューティングとストレージ・リソースのクラウド化とプール化を実現します。 
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3 オンデマンド定義ネットワーク 

トレンド予測: 
 無線ネットワークにおいて、コンシューマから法人、家庭、垂直産業

までの迅速なサービス提供が必要 

 通信事業者はOTTとの連携をさらに強化し、自社のネットワーク資
産の価値を最大化 

通信事業者のメリット：  
 VNOキャリアのマルチサービス展開をサポートし、仮想マルチテナン

ト・ビジネスを実現（ビデオ・サービスの仮想的な運用など） 

要素技術:  
 ネットワーク機能の仮想化（NFV：Network Function Virtualization） 
 フラットなネットワーク・アーキテクチャ 

 ネットワーク機能のオーケストレーション 

 

 

  

センサ/感知レイヤ 

ネットワーク・レイヤ 

テレメディスン 

（遠隔医療監視） 
インテリジェント 

交通  

環境・農業 スマート・
ホーム 

アプリケーション・
レイヤ 

超音波 赤外線 ビデオ 音声コント
ロール 

GPS 温度管理 

少量のトラフィック 大量のトラフィック、高速通信ビジネス 

監視 

SRC 

サービスAPI 

無線インタフェース 

CloudEdge 

ビデオ・ 
オンデマンド 

ビデオ・アクセラレーション 

オンデマンド定義ネットワークはネットワークの共有とVNO（Virtual Network Operator）ビジネスを促進します。 
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4 無線ネットワーク・リソースのオープン化 

トレンド予測: 
 通信事業者は独自のネットワーク機能を提供することで新しいビジネ

ス・チャンスを模索し、ダムパイプ化を回避 

 ネットワーク・インフラが装置のデカップリングによって、柔軟でオープン
なインターフェースを提供 

 

  通信事業者のメリット：  
 エンド・ユーザーに対するQoEの向上により、ICTのバリュー・チェーン

で優位性を獲得 

 独自のデータ・マイニング機能でビジネス・データとネットワーク・インフ
ラから収益を獲得 

 ネットワーク・インフラの所有者という利点を活用することで、柔軟なイ
ノベーションを実現 

 

  要素技術:  
 無線ネットワークのオープンなプラットフォーム 

 ネットワーク機能の抽象化により、サードパーティとの協力を促進（QoS

制御、インフラ能力）  

  

M2M 法人 OTT SDP ユーザー 

機能の提供元 

機能のイネーブラ 

機能の享受 

イネーブラ 

RAN コア 

オープンなAPI 

アグリゲータ 

コーディネータ 

 

アダプタ 

  

IP伝送 

無線ネットワーク・リソースのオープン化により、イノベーションを促進するオープンなプラットフォームを提供します。 

オープンなAPI 
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5 ライセンス／アンライセンス・バンドのコンバージェンスと協調 

トレンド予測: 
 アンライセンス・バンドが利用できる範囲は大きいが、まだ活用の余

地を残す 

 1GHz帯が利用可能になり、500MHz以上が解放される見込み 

 また2017年には5GHz帯が解放される見込み 

 

  通信事業者のメリット：  
 ライセンス+アンライセンス・バンドの協調によりエンドユーザーの

MBB体験を向上 

 法人向け事業でのビジネス・チャンス 

要素技術:  
 分散している周波数のアグリゲーション技術 

 インターフェース管理  

 広帯域技術 

 LTE-U/WiFiと3GPPネットワークとの協調  

 

 

  

RRU 

WiFi 

Macro Macro 

Macro 

WiFi 

RRU 

LTE –U Small Cell Small Cell 

RRU 

アンライセンス・バンドを利用して、増え続けるMBBトラフィックへの需要に対応し、ライセンス・バンドとの協調により
ホットスポットと屋内におけるユーザー体験を向上します。 

LTE+LTE-U 

Macro 

0 

500 

1000 

1500 

2000 

2500 

3000 

Unlicensed 

Licensed 
 

2017年の周波数 

0 

50 

100 

150 

200 

250 

300 

5.2G 5.3G 5.6G 5.8G 

単位：MHz 

5Gアンライセンスバンド 

単位: MHz 
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6 

トレンド予測: 
 スモール・セルの数がマクロ・セルの10～20倍に拡大 

 セル半径をより小さくすることで、セル間の干渉増加、セル・エッジで
のキャパシティ低下が発生。これにより、モビリティ性能が低くなり、
ユーザー体験が低下 

通信事業者のメリット：  
 いつでもどこでも10Mbpsを実現（1080pのビデオ体験を楽しむには

10Mbps必要） 
 特定の状況下でファイル転送を高速化（緊急時には、40Mbpsが必

要な場合も）  

 

  要素技術:  
 カバレッジ・レイヤとキャパシティ・レイヤの2層のネットワークを構築 

 無線インターフェースでのコントロール・プレーンとデータ・プレーン
の分離 

 ネットワークがよりエンドユーザーの近くに（コントロール・プレーン、
サイト、コンテンツ） 

 無線インターフェースの改善より、平均的なセルエッジ・ユーザーの
スループットの向上 （MSA, CA, SDMAなど） 

 

LTEマクロ 

Unlicensed 

WiFi 

Data 

F2 

F1 

音声 
F3 

 

ARN 

Data 

F1 

ビデオ 

Boosting  Port 

Boosting  RAT 

 

 

MUCC/D2D 

Signaling 

Data 

Boosting  Beam 

F1+Fn 

CA 

Boosting Carrier 

シグナリング+データ 

コントロール・プレーンはカバレッジ・レイヤが担い、モビリティの課題を解決します。またデータ・プレーンはキャパシティ・レイヤが担
い、キャパシティの課題を解決します。これら2つのレイヤは相互に協調し、セル間干渉を低減し、周波数利用効率を最大化します。 

“NoEdge” 境界のない高速なユーザー体験を実現 
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7 スモール・セルのセンター局への無線接続 

トレンド予測: 
 2018年には、増え続ける無線トラフィックに対応するために、20倍

以上のスモール・セルとRRUがホットスポットに展開 

 バックホールがスモール・セルとRRUの大規模展開の大きく制約 

通信事業者のメリット：  
 将来的に、無線バックホールをスモール・セルと統合することで、中

央のマクロ局のカバー・エリア内におけるスモール・セルの展開が
シンプルに 

  
要素技術:  

 

 簡易な無線バックホール技術（LOS, NLOS） 
 全二重技術  

ケース1:   

アクセス& 

バックホールを 

物理的に集約 

ケース2： 
アクセス& 

バックホールを 

さらに集約 

ナロー・バックホール・ビーム 

ケース3:  

アクセス& 

バックホールを 

深いレベルで集約 

中央サイト 

無線バックホールにより、スモール・セルをマクロサイトに接続することで、マクロカバレッジ内のスモール・セル
展開を促進します。 

Huawei Wireless Marketing View Point 
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8 無線の正確な放射によるグリーンなネットワーク構築 

トレンド予測: 
 現在の基地局によるエネルギー送出は効率的ではない。電波が基地局

のアンテナから端末のアンテナへ送信されるまでに、99.9%以上のエネ
ルギーが空中で失われる 

 電波伝搬の損失を低減するため、将来の無線ネットワークはより環境へ
の優しさが求められる（例： ピンポイントな無線エネルギー送出路や無
線エネルギーの正確な放射） 

 

  通信事業者のメリット：  
 2018年には、無線ネットワーク装置でエネルギー効率が160倍に向上 

  
要素技術:  

 

 屋内におけるピンポイントな無線エネルギー送出路（ユーザーに近接）  
 無線インターフェースにより無線エネルギーをピンポイントに送出（ビーム

フォーミング、Massive MIMO）  
 E2Eのネットワーク・エネルギーの可視化とリアルタイム監視 

Compact 

small cell 

Massive MIMO 

backhaul 

Supper 

Macro 

Massive MIMO 

access 

Macro 
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9 ネットワーク・セキュリティがかつてないほどの課題に直面 

トレンド予測: 
 大量のスモール・セルの展開やネットワークの仮想化とオープン

化によりネットワーク・セキュリティでの課題がますます増加  

通信事業者のメリット：  
 スモール・セルの展開やネットワーク・リソースのオープン化に

対するネットワーク・セキュリティの保証 

 

 s 要素技術:  
 

 セキュアでオープンなインターフェース 

 主要なリソースのアイソレーション 

 スモール・セル・ソリューションに対する体系的なセキュリティ・
アーキテクチャ 

他社製 
セキュリティソフト 

ネットワーカー プロキシでの 
認証 

AAA 

/ HSS 

認証クライアント OTT 

3rd 

APP 
SRC/PS 

ソフトウェア署名検証 

リソース分離制御 エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

 

仮想 

リソース分離制御 

3rd 

APP 
BTS 

ソフトウェア署名検証 

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

 

 仮想 

セキュリティ・ 
アライアンス サーバでの

認証 

スモール・セルのSW & HW 

セキュリティ・アーキテクチャ 

OS ハードニング 

セキュリティ 

ソフト 
業務ソフト 

セキュアな 

ストレージ 

セキュリティ 

実行環境 

ハードウェア盗難保護システム 

大規模展開 

のシナリオ 

マクロ&スモール・セルで
のセキュアな伝送 

 

Macro 

セキュリティ保守チャネルは常時
オンライン 

バックホールのセキュ
リティ状態を監視 

スモール・セル／無線
バックホール  

基地局の小型化、仮想化、ネットワークのオー
プン化と共有に伴い、かつてないほどのネット
ワーク・セキュリティの課題に直面します。 
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10 O&Mの自動化と可視化 

トレンド予測: 
 多くの通信事業者にとって、同時に複数のシステムを運用して

いることから生じる複雑性は長期的な課題に 

 モバイル・データ通信の増え続ける需要はネットワークの複雑
性を増大 

 大量のスモール・セルの展開、柔軟なネットワーク・アーキテク
チャ、大量のユーザー・データがネットワーク運用保守をより複
雑に 

  
通信事業者への価値：  
 運用保守の自動化による迅速なネットワーク障害の解決 

 ネットワークにおけるデータフロー（業務フロー、ユーザー行動
など）の利用またはその価値への投資 

  
要素技術:  

 

 リアルタイムのデータ解析  

 ネットワークとサービス管理の可視化 

 ネットワーク自動化（SON） 

MBBネットワーク MBBネットワーク運用 

サイト仮想化 

ネットワーク機能の
仮想化 

  他社のネットワーク 

リアルタイムのデータ解析 

 

ファーウェイの
ゲートウェイ 

可視化 

 （サービス）  

 

SON 

WEBポータル 

無線ネットワークのリソース割当 

 

Cloud BBU 

MVゲートウェイ 

サービス管理 リソース管理 他社のデータ・ソース 

 

 

CloudEdge 

O&Mの自動化と可視化により、スモール・セルの増大と大量のデータ通信アプリから生じる複雑なO&Mを管理 
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お問い合わせ 

本資料についての問い合わせ先 ： 
 

華為技術日本株式会社（ファーウェイ・ジャパン） 
ソリューション＆マーケティング本部 

ブランド・マネージャー 

菅家美佳 Mika Sugaya 

E-mail: mika.sugaya@huawei.com 

Tel : 03-6266-8008(代表) 
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